


スポ―ツの感動で笑顔を届けたい
いつの時代もスポーツの感動は私たちを笑顔にしてくれます。
安藤証券は社会貢献活動として様々なスポーツを支援しています。

2015 年から女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」を ITF（国際テニス連盟）のトップグレード大会として開催（特
別協賛）。日本の女子選手にとって、国内で出場しやすく、グランドスラム出場のためのポイントを獲得できる本大会の開催が「選
手の育成」に繋がっています。

● 女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」の開催

選手の育成を第一に、テニス界に長期的な支援を行っています。「選手の支援」はもちろん「コーチ」とも契約。選手と対等の
関係で育成にあたっています。

■ 女子サッカー
なでしこリーグ1部の「朝日インテック・
ラブリッジ名古屋」に所属する選手を社
員として雇用、支援しています。

■ 女子レスリング
至学館大学レスリング部への強化支援
と「奨学金支援（毎年約3名）」を継続。
奨学生の中からは、土性沙羅選手や向
田真優選手、川井梨紗子選手などオリ
ンピックや世界選手権の金メダリスト
も生まれています。

森田 あゆみ 奈良 くるみ守屋 宏紀内島 萌夏 本玉 真唯青山 修子 西村 佳世

● 世界で活躍するテニス選手を支援

■ アーチェリー
並外れた集中力と、常に変化する風や天候
を瞬時に予測するインテリジェンスが必要
とされる競技、アーチェリー。
世界で活躍する選手を応援するため、2016
年より全日本アーチェリー連盟のオフィ
シャルパートナーとなり支援しています。

https://www.ando-sec.co.jp/

安藤証券
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公益社団法人 全日本アーチェリー連盟 

     会 長  世 耕 弘 成 

 

 

 

第６７回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会が、盛大に開催されますことを心より

お喜び申し上げます。 

本大会は１９５９年に第１回大会を開催して以来、国内で最も権威ある大会として長い

歴史を誇ります。ここ夢の島アーチェリー場は、２０２０年東京オリンピックの会場として使

用され、現在もレガシーとして多くの競技会が開催され、多くの方々にご参加いただいて

おります。 

本大会では、これまでの歴史を継承するとともに、更に新しい形での選手権大会を行い

ます。厳しい国内選考を勝ち抜かれた多くのトップのアーチャーに出場していただき、観客

の皆様にも“見て楽しめる”大会を目指しております。メダルマッチでは、本会場内に特設

会場を設けて開催いたします。是非アーチェリー競技の熱戦を間近で観戦いただきたいと

思います。 

 ２０２５年度には、７月のユニバーシティゲームズ、８月の世界ユース選手権大会、そして

９月には韓国・光州広域市で世界選手権大会が開催されました。世界選手権では、強豪国

がひしめく中、女子団体銀メダル、男子団体銅メダル、混合団体銅メダルを獲得する快挙

を成し遂げました。 

また、今年度からパラ日本代表選手団も、本連盟からパラ世界選手権大会に派遣する

ことができました。オリンピック・パラリンピックの選手がともに同じ競技会で競えることも

アーチェリー競技の魅力でもあります。 

今大会に出場される選手の皆様、日頃からのたゆまぬ努力、ひたむきに自分と闘う強

さ、悔しさ、支えてくださる皆様への感謝があるからこそ、そこには「感動」が生まれます。

「射抜け あなたの夢を」のスローガンのもと、日本一の栄冠を勝ち取るべく日頃の鍛錬の

成果をいかんなく発揮され最後まで全力を尽されることを祈念いたします。 

最後に、今大会を開催するにあたり大変ご尽力いただきました関係各位の皆様に心か

らの感謝と敬意を表するとともに、今大会が成功裡に終了することを祈念いたします。 
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【環境宣言 スローガン】 

「来たときよりもきれいに！」 
１． 私たちはアーチェリーを楽しみ、豊かな未来のために地球環境をより良くするよう行動します。 

２． みんなでスポーツの未来を考え、みんなで今の環境を大切にしよう。 

３． エネルギー・資源の節減、ごみの分別、リユースできることを考えよう。 

４． 人・水・空気・土の大切さを考え、環境活動をみんなと協力して実践しよう。 

５． 環境を考え、模範となり、継続的な活動を実践しよう。 

６． アスリートが良い環境で競技できるようにしよう。 

７． ルールとマナーを順守しアーチェリーを安全に楽しみ環境に貢献しよう。 
 

【安全宣言】 
１． 私たちは、たとえ矢をセットしていなくても、決して弓を人に向けません。これがアーチェリー最
大のマナー常識です。 

２． 私たちは、アーチェリーに真剣に取り組みます。 

３． 私たちは、ルールを守ります。 

４． 私たちは、アーチェリーを自己責任のスポーツであることを理解します。 

５． 私たちは、事故撲滅のため、「安全マナー」「事故防止に向けて」などの基本を守って事故ゼロを
宣言します。 

６． 私たちは、指導者・管理者の注意を守ります。 

７． 指導者は、先ず安全教育から始めます。 

８． 指導者は、技術と共に、心豊かな人材育成を心がけます。 

９． 私たちは、相手を誠実に思いやり、尊敬し、真剣に競技して、良いアスリート・心豊かな人になる
ことを宣言します。 

 

 

 

 

支援ステーション・ホットライン（相談・通報窓口）を設置しています 

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟（以下「本連盟」という）は、公益通報者保護法に基づき、

内部通報の受付等に対応するため、外に「通報受付窓口」を設置し、内部通報の取り扱いに関す

る体制を整備しています。 

※ 詳細は連盟ホームページ「内部通報制度運用規程」より確認ください。 

公益社団法人 全日本アーチェリー連盟ホームページ  https://www.archery.or.jp 

 

 

【スローガン】  

【ビジョン】 
アーチェリーを通して、健康的で明るく、心豊かな生活を創造します。 

 

【目 的】 
アーチェリーに関わる世界中の人々が、信頼と尊重で結ばれることが、私たちの真のターゲットです。 

 

【めざす姿】 
選手、役員、アーチェリーに関わるすべての人が、お互いを思いやり、世代を超えて連繋しあう、明る

いアーチェリー界。 

 

【新しい体制による取り組み】 
多様性を重んじ、他者を尊重し、互いを認め合いながら、新しいことにチャレンジし、広く愛されるア

ーチェリー界を創造する。 

 

【行動指針】 
私たちは3つの 「Ｆ」 に基づいて行動します。 

★Ｆａｉｒｐｌａｙ 

 互いを尊重し、公正かつ誠実に行動します。 

★Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ 

 老若男女・ハンディキャップ・国境の壁を超えて、仲間を増やします。 

★Ｆｉｇｈｔｉｎｇ ｓｐｉｒｉｔ 

 目標に向け、日々の研鑽を惜しまず、自己を成長させます。 

 

【選手の心構え】 
礼儀を尊び規律を遵守し、参加者との友好親善に努める。（JOC日本選手団編成方針からの抜粋） 

 

オリンピック憲章の根本原則（抜粋） 
オリンピズムの目的は、 人間の尊厳の保持に重きを置く平和な社会の推進を目指すた

めに、 人類の調和のとれた発展にスポーツを役立てることである。 

スポーツをすることは人権の 1 つである。 すべての個人はいかなる種類の差別も受

けること なく、オリンピック精神に基づき、スポーツをする機会を与えられなければな

らない。 オリンピック精神においては友情、 連帯、 フェアプレーの精神とともに相互

理解が求められる。 
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大 会 会 長 世 耕 弘 成

大 会 副 会 長 上 月 良 祐 松丸 喜一郎

大 会 顧 問 飯 塚 十 朗 久 保 允 誉 末 田 実 島 田 晴 男 宮 﨑 利 帳

穂苅 美奈子

大 会 委 員 長 田 中 伸 周

大会副委員長 砂 盛 京 子 小 澤 純 史 河 合 徳 之 小 杉 理 加

大 会 委 員 渓 充 樋 口 彰 紀 髙 坂 幸 美 髙 山 樹 里 小 高 映 基

菅 原 正 幸 篠 原 正 俊 内 間 春 野 桜木 由美子 野 崎 剛

坂田 百合子 武 井 揺 子 竹 田 映 山ノ内 祥訓 大 倉 有 子

山 首 一 恵 樋 口 弘 恵 千代丸 雄晴

上 訴 委 員 長 田 中 伸 周

上 訴 委 員 祝 迫 修 田 中 俊 之

競 技 委 員 長 小 高 映 基

競技副委員長 小 杉 理 加

総 務 委 員 長 砂 盛 京 子

総 務 委 員 岡 野 悟 郎 桜木 由美子 五十棲 啓子 根 岸 朋 子 石 川 舞

佐 富 久 美 猪 口 茂 樹 髙 坂 幸 美 内 間 春 野

審 判 長 山ノ内　祥訓

副 審 判 長 篠 原 正 俊

審 判 員 菅 原 正 幸 坂田 百合子 中 野 真 希 上田 桜々花 有 本 栄 子

加 来 剛 大 竹 肇 中 袴 田 学 山 口 裕 子 宮 部 徹

奥 田 徹 川 上 憲 二 北 沢 有 金 相 勲 大 城 翔

澤 口 貢 齋 藤 太 郎 玉 岡 弘 子 進 藤 宗 生

Ｄ Ｏ Ｓ 小野寺 長久

副 Ｄ Ｏ Ｓ 河 合 徳 之 樋 口 彰 紀 山 首 一 恵 富樫 昭一郎

記 録 委 員 長 小 澤 純 史

副記録委員長 中村 梨沙子

記 録 員 堀 浩 一 郎 池澤 かおり 柳 誠 一 朗

射 場 員 木 村 俊 太 山 本 可 偉 山 口 凌 太 千 葉 凌 也 山 崎 紗 和

新 井 遥 香 馬 場 英 慈 谷 口 優 輝

　大　　会　　役　　員

上　訴　委　員　会

　競　　技　　役　　員
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日　付

　 9:00 　会場オープン

　 9:15～10:00 　受付

　 9:20～10:00 　用具検査・公式練習

　10:00～10:10 　監督会議

　10:10～10:25 　開会式

　10:25～ 　練習（3エンド練習後、直ちに競技開始）

　     ～13:40 　CP・BB予選ラウンド

　14:00 　予選通過者発表

　14:30～15:00 　1/8イリミネーション(CP男子)

15:10～15:40 　1/4ファイナル(CP男子・女子、BB男子)

　15:50～16:20 　セミファイナル(CP男子・女子、BB男子・女子)

　16:30～ 　表彰式(5位～8位)

　 7:45 　会場オープン

　 8:00～ 8:45 　受付

　 8:05～ 8:45 　用具検査

　 8:45～ 8:55 　監督会議

　 8:55～ 9:10 　開始式

　 9:10～ 　練習（3エンド練習後、直ちに競技開始）

　     ～12:25 　RC予選ラウンド

　12:45 　予選通過者発表 　12:30 　練習会場オープン

　13:15～13:30 　BB女子ブロンズメダルマッチ

　13:30～13:45 　BB男子ブロンズメダルマッチ

　13:45～14:00 　CP女子ブロンズメダルマッチ

　14:00～14:15 　CP男子ブロンズメダルマッチ

  14:15～14:45 　1/16イリミネーション(RC男子、RC女子)

　15:00～15:15 　BB女子ゴールドメダルマッチ

　15:15～15:30 　BB男子ゴールドメダルマッチ

　15:30～15:45 　CP女子ゴールドメダルマッチ

　15:45～16:00 　CP男子ゴールドメダルマッチ

　16:15～16:25 　表彰式(4位)

　16:25～16:35 　メダルセレモニー

競技進行予定表

10/25(土)

予選会場 ファイナル会場

10/24(金)
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日　付

　 8:30 　会場オープン

　 9:00～ 　練習（3回練習後、直ちに競技開始）

　     ～ 9:30 1/8イリミネーション(RC男子、RC女子) 　10:00～10:15 　RC女子1/4ファイナル①

　10:15～10:30 　RC女子1/4ファイナル②

　10:30～10:45 　RC女子1/4ファイナル③

　10:45～11:00 　RC女子1/4ファイナル④

　11:00～11:15 　RC男子1/4ファイナル①

　11:15～11:30 　RC男子1/4ファイナル②

　11:30～11:45 　RC男子1/4ファイナル③

　11:45～12:00 　RC男子1/4ファイナル④

　12:15～12:30 　RC女子セミファイナル①

　12:30～12:45 　RC女子セミファイナル②

　12:45～13:00 　RC男子セミファイナル①

　13:00～13:15 　RC男子セミファイナル②

　13:30～13:45 　RC女子ブロンズメダルマッチ

　13:45～14:00 　RC男子ブロンズメダルマッチ

　14:00～14:15 　RC女子ゴールドメダルマッチ

　14:15～14:30 　RC男子ゴールドメダルマッチ

　15:00～15:10 　表彰式(4位～8位)

　15:10～15:20 　メダルセレモニー

　閉会式

※　進行状況により時間の変更があります

　　 開始時間が早まることも予想されますので、時間に余裕をもって行動してください

予選会場 ファイナル会場

10/26(日)

もしくは以下のURL よりアクセスしてください

 http://www.ianseo.net/Details.php?toid=24875

マッチプレイチャートもこちらよりご覧いただけます

記録速報＆結果配信

QRコードを読み取ってアクセスしてください
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マッチ戦の競技方法（リカーブ部門・ベアボウ部門） 

① 射距離はリカーブ部門 70m、ベアボウ部門は 50ｍ、標的は 122cm 標的面を使用する。 

② 勝敗は、セットの合計ポイントで決定する。    

③ セットの勝者（高得点競技者）は 2 ポイント、同点の場合は両者が１ポイントを獲得する。  

④ ３射５セット・マッチで、先に６ポイント以上獲得した競技者が勝者となり、次のラウンドに進む。 

⑤ ５セット終了時に同ポイント(５ポイント)の場合は、シュートオフにより勝敗を決定する。  

⑥ シュートオフは、１射のみ行う。同点の場合、中心に近い矢を射った競技者が１ポイントを獲得して勝者と

なる。 

⑦ 同時行射の場合は９０秒で３射する。 

⑧ 交互行射の場合は予選ラウンド上位者が先攻・後攻を選択し、１射２０秒で交互に３射する。第２セット以

降は、セットポイントの低い競技者が次のセットを先に行射する。同点の場合は、第１セットと同じ順番と

なる。  

 

 

マッチ戦の競技方法（コンパウンド部門） 

① 射距離は 50ｍ、標的は 80cm６リング標的面を使用する。  

② ３射５エンド・マッチで、合計点が高い競技者が勝者となり、次のラウンドに進む。 

③ ５エンド終了時に同点の場合は、シュートオフにより勝敗を決定する。  

④ シュートオフは、１射のみ行う。同点の場合、中心に近い矢を射った競技者が勝者となる。 

⑤ 一斉行射の場合は９０秒で３射する。 

⑥ 交互行射の場合は予選ラウンド上位者が先攻・後攻を選択し、１射２０秒で交互に３射する。第２エンド以

降は、合計点の低い競技者が次のエンドを先に行射する。同点の場合は、第１エンドと同じ順番となる。 

 

    

最終順位の決定方法 

① 1/8 イリミネーションで敗退した競技者は 9 位、1/16 での敗退した競技者は 17 位とする。 

② 1/4 ファイナル（準々決勝）で敗退した競技者は、セット制では 1/4 ファイナルでの獲得ポイント数で順位

を決定する。同ポイントの場合は、マッチでの合計得点で順位を決定する。これがまだ同数の場合、同順

位とする。 

③ 合計得点制では 1/4 ファイナルでの合計点数（点数・１０点数・Ｘ数）で順位を決定する。これがまだ同数

の場合、同順位とする。 

 

 

表   彰 

 

部  門 男  子 女  子 

リカーブ部門 1 位 ～ 8 位 1 位 ～ 8 位 

コンパウンド部門 1 位 ～ 8 位 1 位 ～ 4 位 

ベアボウ部門 1 位 ～ 4 位 1 位 

競  技  方  法 

競技は全日本アーチェリー連盟競技規則（２０２4～２０２5 年）および本大会の規定にて実施 

 

予選ラウンド  

部  門 種 別 競  技 予選通過人数 実施日 

リカーブ部門 
男子 

７０m ラウンド 
32 名 

10/25(土) 
女子 32 名 

コンパウンド部門 
男子 

５０m ラウンド 
16 名 

10/24(金) 
女子 8 名 

ベアボウ部門 
男子 

ベアボウ５０m ラウンド 
8 名 

女子 4 名 

  

 

決勝ラウンド 

部  門 競  技 実施日 会 場 

リカーブ部門 

(セットシステム) 

1/16 イリミネーションラウンド 

（３射９０秒 同時行射） 
10/25(土) 予選会場 

1/8 イリミネーションラウンド 

（３射９０秒 同時行射） 

10/26(日) 

予選会場 

1/4 ファイナルラウンド 

セミファイナルラウンド 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 

（１射２０秒 交互行射） 

決勝会場 

コンパウンド部門 

(合計得点制) 

1/8 イリミネーションラウンド(男子のみ) 

1/4 ファイナルラウンド 

セミファイナルラウンド 

（３射９０秒 同時行射） 

10/24(金) 予選会場 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 

（１射２０秒 交互行射） 

10/25(土) 決勝会場 

ベアボウ部門 

(セットシステム) 

1/4 ファイナルラウンド(男子のみ) 

セミファイナルラウンド 

（３射９０秒 同時行射） 

10/24(金) 予選会場 

ブロンズメダルマッチ 

ゴールドメダルマッチ 

（１射２０秒 交互行射） 

10/25(土) 決勝会場 
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アーチェリーの競技について 

 

現在日本国内で行われているアーチェリー競技は、ターゲットとフィールドのほぼ２種目です。全日

本ターゲットアーチェリー選手権大会は、ターゲット競技の中の、アウトドアターゲットラウンドの年

間チャンピオンを決定する競技会となります。 

アウトドアアーチェリーラウンドは屋外の平坦なグラウンドで行われる競技です。使用する弓の形状

によってリカーブ部門、コンパウンド部門、ベアボウ部門に分かれます。 

リカーブ部門で使用される弓は、弓の両端部分が反り返った（Recurve）形状をしたものです。通常、

サイト(照準器)、スタビライザー(安定器)、クリッカー（引き尺確認装置）などのアクセサリーを装着

します。現在、オリンピックや国民スポーツ大会ではこのタイプの弓だけが使用を認められています。 

コンパウンド部門で使用される弓は、弓の両端部分に偏芯滑車がついており、この作用によって引

き重量が途中で軽くなって引き易く射ちやすくなります。この部門では発射補助装置（リリーサー）

を使用することもできます。 

また、近年日本でも人気がでてきたのが、ベアボウ部門です。サイトや安定器などを装着せず、射手

の感覚によって矢を放つスタイルです。２０２１年から全日本ターゲットアーチェリー選手権大会にも

ベアボウ部門が加えられました。 

リカーブ 
リムの先端が、逆反りした形状の弓。オリンピックと国民体育大会では、この

タイプの弓だけが使用を認められています。 

コンパウンド 
両リムの先端に付けられた偏芯滑車の作用で、引き加重が途中で軽くなる

弓。リリーサー（発射装置）の使用も認められています。 

ベアボウ 
弓の形状はリカーブの弓と同じですが、サイト（照準器）やスタビライザー

（安定器）などを装着せず、射手の感覚によって矢を放つ弓のスタイルです。 

リカーブ部門 

７０ｍの距離から制限時間１８０秒以内に６本射ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技を

７０ｍラウンドといい、国内では、このラウンドだけを単独の競技会として、数多く実施されています。

年齢区分によって１８歳未満を「U18」、５０歳以上を「50＋」という種別として開催される競技会も

あり、射距離を６０ｍに短くして行います（６０ｍラウンド）。 

標的の直径は１２２ｃｍ、５色の色環帯（中心から、黄、赤、青、黒、白色）で構成され、これがさらに 2

個ずつの得点帯に分割され、直径 12.2ｃｍの中心円が１０点、外に向かって１点ずつ少なくなり、最

外側の得点帯が１点になります。 

全日本選手権大会では、７０ｍラウンドが予選となり、男女上位３２名が決勝ラウンドに進出するこ

とができます。決勝ラウンドはトーナメント方式となり、１セット９０秒３射（３０点満点）の５セット制

による１対１のマッチ戦が、７０ｍで１２２ｃｍ標的を使用して行われます。セットポイントは、勝てば２

ポイント、引分けは両者に１ポイント、負ければ０ポイントで、先に６ポイント以上獲得した選手が勝者

となります。 
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前回大会優勝 佐藤真理子選手(コンパウンド) 

 

 

  

 

 

 

              

 

 

  

前回大会優勝 神谷典幸選手（ベアボウ） 

 

ベアボウ部門 
２０２０年からターゲット競技として新たに加わったベアボウ部門は、５０ｍの距離から制限時間１８

０秒以内に６本射ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技をベアボウ５０ｍラウンドといい、

リカーブと同じ直径１２２ｃｍの標的を使用します。 

ベアボウ部門はサイト（照準器）やスタビライザー（安定器）、クリッカー（引き尺確認装置）などがなく、

射手の感覚のみで矢を放つ、アーチェリーの原点と言えるスタイルで、全日本選手権大会では２０２

１年から正式種目となりました。 

全日本選手権大会ではベアボウ５０ｍラウンドが予選となり、予選通過者がトーナメント方式で行う

決勝ラウンドに進出します。 

決勝ラウンドは１セット９０秒３射（３０点満点）の５セット制による１対１のマッチ戦が、予選と同じ５０

ｍで１２２ｃｍ標的を使用して行われ、リカーブ部門と同様、先に６ポイント以上獲得した選手が勝者

となります。 

ベアボウ部門でもメダルマッチはリカーブ部門と同様、特設会場で２人の選手が２０秒の制限時間で

交互に１本ずつ射ちます。 

今年の全日本選手権大会では、１/８イリミネーションまでは、全マッチが同時に行われ、 

1/４ファイナル以降は、２標的だけが設置された特設会場で、２人の選手が交互に２０秒の制限時間

で１本ずつ射ちます。このとき観客にもわかりやすいように、１射ごとの得点がアナウンスされ大変

エキサイティングな競技が展開されます。 

                        前回大会優勝 安久詩乃選手（リカーブ） 

 

リカーブ・ベアボウが使用する 122ｃｍ標的(左)

とコンパウンドが使用する 80ｃｍ－6 リング標

的(右) 

 

 

                           

                                                                      

 

コンバウンド部門 

５０ｍの距離から制限時間１８０秒以内に６本打ち、これを１２回繰り返します（計７２射）。この競技を

コンパウンド５０ｍラウンドといいます。2028 年のオリンピック・ロサンゼルス大会では、コンパウ

ンドのミックス団体戦が成績種目に採用され、注目を集めている競技です。 

標的の直径は４８ｃｍ、３色の色環帯（中心から、黄、赤、青色）で構成され、これがさらに２個ずつの

得点帯に分割され、直径８ｃｍの中心円が１０点、外に向かって１点ずつ少なくなり、最外側の得点帯

が５点になります。この標的の原型は直径８０ｃｍで、色環帯は 122cm標的と同じ５色でしたが、外

側の黒、白色が取り除かれており、「８０ｃｍ-６リング標的面」といいます。 

全日本選手権大会や世界選手権大会では、このコンパウンド５０ｍラウンドが予選となり、予選通過

者がトーナメント方式の決勝ラウンドに進出することができます。 

決勝ラウンドは１対１のマッチ戦が、予選ラウンドと同じ距離、同じ標的を使用して行われます。１エ

ンド９０秒３射（３０点満点）を５エンド射ち、その合計得点の高い選手が勝者となります。 

今年の全日本選手権大会では、メダルマッチはリカーブ部門と同様、特設会場で２人の選手が２０秒

の制限時間で交互に１本ずつ射ちます。 
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10月24日（金）
【コンパウンド部門 女子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

１A 澤田　紀子 サワダ　ノリコ 愛知県 ARICO ARCHERY CLUB

１B 櫻田　裕子 サクラダ　ヒロコ 熊本県 桜ビル株式会社

１C 天神　聡子 テンジン　サトコ 広島県 広島県立佐伯高等学校　教員

１D 宮田　悦子 ミヤタ　エツコ 埼玉県 株式会社ラクロ

２A

２B 寺居　理恵 テライ　リエ 京都府 京都府アーチェリー連盟

２C 山本　菜月七 ヤマモト　ナヅナ 東京都 第一生命保険株式会社

２D 茂木　理恵 モギ　リエ 神奈川県 ＮＰＯ法人神奈川県アーチェリー協会

３A 那須　香音 ナス　カノン 全日学連 近畿大学

３B エメド　安以 エメド　アイ 東京都 東京都アーチェリー協会

３C 市村　牧 イチムラ　マキ 東京都 株式会社スウィッシュ・ジャパン

３D 北村　優衣 キタムラ　ユイ 山口県 山口市アーチェリー協会

４A 甘利　奈穂 アマリ　ナホ 東京都 ヨネックス株式会社

４B 佐藤　真理子 サトウ　マリコ 東京都 有限会社内藤義肢製作所

４C 浅岡　知穂 アサオカ　チホ 佐賀県 Team SAGA SPORT PYRAMID

４D 福島　緑豊 フクシマ　ミホ 東京都 葛飾区アーチェリー協会

５A 熊澤　徳代 クマザワ　ノリヨ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

５B 早川　浪 ハヤカワ　ナミ 長野県 株式会社NAMI

５C 坂本　円 サカモト　マドカ 東京都 江戸川区アーチェリー協会

５D 本多　由美子 ホンダ　ユミコ 北海道 北海道アーチェリー連盟

６A

６B 永野　美穂 ナガノ　ミホ 愛媛県 大同生命保険株式会社

６C 古橋　厚子 フルハシ　アツコ 東京都 三鷹市アーチェリー協会

６D 加守田　彩香 カモダ　サヤカ 大阪府 KEROKUMA ARCHERY

【コンパウンド部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

7A 塚本　恭司 ツカモト　ヤスシ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

7B 太田　昇吾 オオタ　ショウゴ 愛知県 フタバ産業株式会社

7C 坂本　貴哉 サカモト　タカヤ 東京都 渋谷アーチェリー

７D 田上　慶 タガミ　ケイ 東京都 東京都リハビリテーション病院

8A 深澤　俊治 フカザワ　トシハル 愛知県 愛知県アーチェリー協会

8B 井上　順二 イノウエ　ジュンジ 神奈川県 戸塚共立いずみ野病院

8C 河本　尚己 コウモト　ナオキ 東京都 渋谷アーチェリー

８D 大野　貴慎 オオノ　タカミツ 大分県 TGR大分

9A 谷口　隆浩 タニグチ　タカヒロ 大阪府 株式会社ローソン

9B 矢花　真祐 ヤバナ　マサヨシ 東京都 キヤノンマーケティングジャパン株式会社

9C 伴　拓磨 バン　タクマ 全日学連 東京国際大学

９D 宮田　存 ミヤタ　アキラ 埼玉県 株式会社ラクロ

10A 神　省吾 カミ　ショウゴ 滋賀県 NPO法人アシストアーチェリー

10B 斉藤　憲太 サイトウ　ケンタ 大阪府 タックス・プラン税理士法人

10C 岩下　怜央 イワシタ　レオ 東京都 パーソルキャリア株式会社

１０D 正木　陽登 マサキ　ハルト 千葉県 佐倉フィールドアーチェリークラブ

11A 小竹　一樹 コタケ　カズキ 愛知県 三菱電機エンジニアリング株式会社

11B 鈴木　貴大 スズキ　タカヒロ 熊本県 株式会社明屋書店　金龍堂

11C 内藤　紀仁 ナイトウ　ノリヒト 愛知県 ARICO ARCHERY CLUB

１１D 高宗　瞭羽 タカムネ　リョウ 熊本県 株式会社シアーズホームグループHD

1

2

3

4

所 　　　 属

6

7

予選ラウンド立順表

所 　　　 属

5

8

9

10

11
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【コンパウンド部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

12A

12B 岩崎　博旬 イワサキ　ヒロミツ 茨城県 株式会社岩崎物産

12C 西田　昌司 ニシダ　マサシ 広島県 ノバルティスファーマ株式会社

１２D 河野　駿五 コウノ　シュンゴ 京都府 Daigasエナジー株式会社

13A 五藤　恵次 ゴトウ　ケイジ 広島県 株式会社すぽーと

13B 大林　真人 オオバヤシ　マコト 東京都 株式会社デンソーアイティーラボラトリ

13C 大西　邦生 オオニシ　クニオ 東京都 東京都アーチェリー協会

１３D 川村　憲三 カワムラ　ケンゾウ 愛知県 コスモ石油販売

14A 徳本　汰知 トクモト　タイチ 富山県 富山県アーチェリー協会

14B 畑本　晃佑 ハタモト　コウスケ 東京都 板橋区アーチェリー協会

14C 篠原　孟 シノハラ　タケル 東京都 宮地エンジニアリング株式会社

１４D 山内　翔 ヤマウチ　カケル 埼玉県 専修大学職員

15A 坂野　太一 バンノ　タイチ 東京都 東京国際大学職員

15B 上岡　隆真 カミオカ　タカマサ 静岡県 ヤマハ発動機株式会社

15C 中村　和音 ナカムラ　カズネ 東京都 エトリア株式会社

１５D 樋口　英治 ヒグチ　エイジ 香川県 高松市役所

16A 鐘ヶ江　道雪 カネガエ　ミチユキ 福岡県 久留米市立青陵中学校

16B 島田　隆之 シマダ　タカユキ 東京都 豊島区アーチェリー協会

16C 岡本　篤司 オカモト　アツシ 山梨県 山梨県立中央病院

１６D

17A 鈴木　信博 スズキ　ノブヒロ 新潟県 有限会社福島鉄工所

17B 遠藤　瞳 エンドウ　ヒトミ 北海道 インターステラテクノロジズ株式会社

17C 𠮷𠮷𠮷𠮷澤　拓斗 ヨシザワ　タクト 大阪府 株式会社ラウンドワンジャパン

１７D 岸　亮輔 キシ　リョウスケ 埼玉県 株式会社スカイネクスト

18A 楠　陽登 クスノキ　ハルト 全日学連 近畿大学

18B 石間　貴大 イシマ　タカヒロ 長野県 株式会社黒澤組

18C 大江　佑弥 オオエ　ユウヤ 岡山県 倉敷市役所

１８D

19A 長友　文哉 ナガトモ　フミヤ 奈良県 奈良県アーチェリー連盟

19B 佐藤　一成 サトウ　カズシゲ 東京都 KDDI株式会社

19C 大谷　知樹 オオタニ　トモキ 東京都 日本体育施設株式会社

１９D 渡邊　大輔 ワタナベ　ダイスケ 広島県 人・夢・技術グループ株式会社

【ベアボウ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

21A 塩野　憲章 シオノ　ノリアキ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

21B 中川　邦房 ナカガワ　クニフサ 東京都 町田市アーチェリー協会

21C 遠藤　和博 エンドウ　カズヒロ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

２１D 佐々木　邦哲 ササキ　クニアキ 北海道 株式会社タクマ北海道支店

22A 今野　和義 コンノ　カズヨシ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

22B 濱田　寛幸 ハマダ　ヒロユキ 北海道 株式会社ヤマダホールディングス

22C 對馬　智 ツシマ　サトシ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

２２D 楠目　成一 クスメ　シゲカズ 千葉県 ハピネスサポート

23A 澤　博信 サワ　ヒロノブ 神奈川県 NPO法人神奈川県アーチェリー協会

23B 昼間　直己 ヒルマ　ナオキ 東京都 有限会社ビービーエーアソシエーション

23C 古川　博保 フルカワ　ヒロヤス 栃木県 栃木県アーチェリー協会

２３D 小山　桂介 コヤマ　ケイスケ 東京都 東電設計株式会社

24A 谷口　嶺 タニグチ　レイ 群馬県 群馬山嶺フィールドアーチェリーパーク

24B 神谷　典幸 カミヤ　ノリユキ 愛知県 株式会社宮上製作所

24C 松浦　寛 マツウラ　ヒロシ 東京都 江戸川区アーチェリー協会

２４D 笠木　直人 カサギ　ナオト 鳥取県 株式会社エネルギア・ソリューション・アンド・サービス

所 　　　 属

所 　　　 属
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【ベアボウ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

25A 新谷　昌也 シンタニ　マサヤ 山口県 山口県立田布施農工高等学校

25B 田口　拓弥 タグチ　タクヤ 東京都 積水ハウス株式会社

25C 石渡　晶悟 イシワタ　ショウゴ 東京都 能勢建築構造研究所

２５D

２６A 岡野　誠之 オカノ　マサユキ 京都府 パナソニック株式会社

２６B 安藤　智俊 アンドウ　ノリトシ 神奈川県 いすゞ自動車株式会社

26C 貞方　豊 サダカタ　ユタカ 愛知県 愛知労働局

26D

２７A 花井　達広 ハナイ　タツヒロ 大阪府 大阪府アーチェリー連盟

２７B 岩野　孝則 イワノ　タカノリ 広島県 マツダ株式会社

27C 吉冨　康秋 ヨシトミ　ヤスアキ 大分県 大分県アーチェリー協会

27D

【ベアボウ部門 女子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

２８A 平野　弘美 ヒラノ　ヒロミ 三重県 三重県アーチェリー協会

２８B 鈴木　勝江 スズキ　カツエ 栃木県 栃木県アーチェリー協会

２８C 三ツ山　香里 ミツヤマ　カオリ 東京都 株式会社マルヒサ

２８D 遠藤　博美 エンドウ　ヒロミ 神奈川県 株式会社ジーフット

２９A 細野　世名 ホソノ　セナ 東京都 日本体育大学（教員）

２９B 長谷川　幸代 ハセガワ　サチヨ 愛知県 愛知県アーチェリー協会

２９C 梅津　昭子 ウメツ　アキコ 東京都 株式会社梅津技建

２９D

所 　　　 属

所 　　　 属

28

26

25

27

29

記録速報＆結果配信

QRコードを読み取ってアクセスしてください

もしくは以下のURL よりアクセスしてください

 http://www.ianseo.net/Details.php?toid=24875

マッチプレイチャートもこちらよりご覧いただけます
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10月2５日(土)
【リカーブ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

１A 橘　鼓太朗 タチバナ　コタロウ 全日学連 近畿大学

１B 大木　倭 オオキ　ヤマト 全日学連 愛知産業大学

１C 山田　奨眞 ヤマダ　ショウマ 全日学連 日本体育大学

１D 鷲津　大翔 ワシヅ　ダイト 全日学連 同志社大学

２A 興野　拓夢 コウノ　タクム 全日学連 近畿大学

２B 横山　一馬 ヨコヤマ　カズマ 全日学連 愛知産業大学

２C 奥村　礼矢 オクムラ　レイヤ 全日学連 日本体育大学

２D 茶畑　颯土 チャバタ　ハヤト 全日学連 同志社大学

３A 岩永　知大 イワナガ　トモヒロ 全日学連 近畿大学

３B 澤田　桃太 サワダ　モモタ 全日学連 愛知産業大学

３C 椎葉　一順 シイバ　イヨリ 全日学連 日本体育大学

３D 𠮷𠮷𠮷𠮷田　悠人 ヨシダ　ユウト 全日学連 同志社大学

４A 加藤　永遠 カトウ　トワ 全日学連 近畿大学

４B 岡田　拓己 オカダ　タクミ 全日学連 愛知産業大学

４C 伊藤　魁晟 イトウ　カイセイ 全日学連 日本体育大学

４D 木下　徹大 キノシタ　テツタ 全日学連 同志社大学

５A 柳橋　克哉 ヤナギバシ　カツヤ 全日学連 近畿大学

５B 佐々木　粋 ササキ　イキ 全日学連 愛知産業大学

５C 芦刈　隼人 アシカリ　ハヤト 全日学連 日本体育大学

５D 武内　俊秀 タケウチ　トシヒデ 全日学連 同志社大学

６A 八幡　遥真 ヤハタ　ハルマ 全日学連 近畿大学

６B 松野　智一 マツノ　トモカズ 全日学連 愛知産業大学

６C 阪尾　尚優汰 サカオ　ナユタ 全日学連 日本体育大学

６D 桑江　良斗 クワエ　ヨシト 埼玉県 自衛隊体育学校

７A 林　健太郎 ハヤシ　ケンタロウ 全日学連 近畿大学

７B 家敷　知明 ヤシキ　トモアキ 全日学連 愛知産業大学

７C 髙見　大河 タカミ　タイガ 全日学連 日本体育大学

７D 藤井　望 フジイ　ノゾミ 埼玉県 自衛隊体育学校

８A 川﨑　陽太 カワサキ　ヨウタ 全日学連 近畿大学

８B 竹畑　胤希 タケハタ　カズキ 全日学連 愛知産業大学

８C 斉藤　史弥 サイトウ　フミヤ 全日学連 日本体育大学

８D 西川　晴貴 ニシカワ　ハルキ 埼玉県 自衛隊体育学校

９A 徳本　拓人 トクモト　タクト 全日学連 近畿大学

９B 田中　楓峨 タナカ　フウガ 大阪府 近畿大学附属高等学校

９C 瀬川　凜 セガワ　リン 全日学連 日本体育大学

９D 桑江　良樹 クワエ　ヨシキ 埼玉県 自衛隊体育学校

１０A 中川　ファトゥル ナカガワ　ファトゥル 全日学連 近畿大学

１０B 髙井　志道 タカイ　シドウ 大阪府 近畿大学附属高等学校

１０C 関口　滉都 セキグチ　ヒロト 全日学連 日本体育大学

１０D 中西　絢哉 ナカニシ　ジュンヤ 岡山県 シーアール物流株式会社

１１A 原口　大弥 ハラグチ　ダイヤ 全日学連 近畿大学

１１B 田中　大結 タナカ　ヒロム 大阪府 近畿大学附属高等学校

１１C 阿部山　弘太 アベヤマ　コウタ 全日学連 拓殖大学

１１D 大泉　龍晴 オオイズミ　リュウセイ 岡山県 シーアール物流株式会社

12A 冨田　優明 トミタ　マサアキ 全日学連 近畿大学

12B 武藤　圭 ムトウ　ケイ 全日学連 明治大学

12C 宮本　和秀 ミヤモト　ワシュウ 全日学連 拓殖大学

12D 髙田　顕照 タカタ　ケンショウ 福岡県 福岡県立柏陵高等学校

13A 白井　航惺 シライ　コウセイ 全日学連 近畿大学

13B 片岡　海翔 カタオカ　ヒロト 全日学連 明治大学

13C 青島　鉄也 アオシマ　テツヤ 広島県 株式会社エディオン

13D 大塚　音弥 オオツカ　オトヤ 福岡県 福岡県柏陵高等学校
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【リカーブ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

14A 髙田　龍照 タカタ　リュウショウ 全日学連 近畿大学

14B 谷田部　敦也 ヤタベ　アツヤ 全日学連 立教大学

14C 河田　悠希 カワタ　ユウキ 広島県 株式会社　エディオン

14D 河﨑　洸輝 カワサキ　コウキ 全日学連 東京国際大学

15A 舟橋　悠矢 フナハシ　ユウヤ 全日学連 近畿大学

15B 浦田　唯 ウラタ　ユイ 全日学連 立教大学

15C 村田　聖那 ムラタ　セナ 福井県 福井県立鯖江高等学校

15D 沼尾　大輝 ヌマオ　ダイキ 全日学連 東京国際大学

16A 杉山　獅晄 スギヤマ　ライオ 全日学連 近畿大学

16B 豊島　拓実 トヨシマ　タクミ 全日学連 長崎国際大学

16C 大門　楽宝 ダイモン　タカラ 福井県 福井県立鯖江高等学校

16D 中袴田　羚 ナカハカマダ　レイ 鹿児島県 鹿児島県立串木野高等学校

17A 阿部　由暉 アベ　ユウキ 全日学連 近畿大学

17B 千葉　善 チバ　ゼン 全日学連 長崎国際大学

17C 丸山　優芽 マルヤマ　ユウガ 大阪府 常翔学園高等学校

17D 中袴田　遊 ナカハカマダ　ユウ 鹿児島県 鹿児島県立串木野高等学校

18A 宮田　楽都 ミヤタ　ガクト 全日学連 近畿大学

18B 漆坂　築 ウルシザカ　キズク 青森県 三本木農業恵拓高等学校

18C 辻　昇平 ツジ　ショウヘイ 静岡県 株式会社笠子流通

18D 大橋　陸冬 オオハシ　リクト 滋賀県 滋賀県立草津東高等学校

19A 白川　仁 シラカワ　ジン 富山県 富山県立桜井高等学校

19B 金子　令 カネコ　レイ 三重県 三重県庁

19C 講﨑　香月 コウサキ　カヅキ 全日学連 追手門学院大学

１９D 長谷川　廉 ハセガワ　レン 愛媛県 愛媛県競技力向上対策本部

20A 丸山　貴之 マルヤマ　タカユキ 長野県 フランスベッド株式会社

20B 広田　和也 ヒロタ　カズヤ 千葉県 千葉黎明高等学校職員

20C 武藤　弘樹 ムトウ　ヒロキ 愛知県 トヨタ自動車株式会社

２０D 鈴木　耕太 スズキ　コウタ 神奈川県 株式会社日本陶業

21A 石井　佑汰 イシイ　ユウタ 宮崎県 宮崎県立延岡星雲高等学校(職員)

21B 下島　舜介 シモジマ　シュンスケ 全日学連 慶應義塾大学

21C 大貫　渉 オオヌキ　ワタル 東京都 渋谷アーチェリー

２１D 澤田　つくし サワダ　ツクシ 岐阜県 サンメッセ株式会社

22A 岩尾　亘 イワオ　ワタル 和歌山県 白光印刷株式会社

22B 倉田　遼平 クラタ　リョウヘイ 千葉県 千葉黎明高等学校

22C 松田　光太郎 マツダ　コウタロウ 東京都 電気通信大学大学院

２２D 白丸　凌太朗 シロマル　リョウタロウ 大阪府 日本建設株式会社

23A 蒲　凛之介 カマ　リンノスケ 愛知県 愛知産業大学三河高等学校

23B 宮下　昌大 ミヤシタ　マサヒロ 滋賀県 株式会社クラブハリエ

23C 鈴木　海瑠 スズキ　カイル 全日学連 東北学院大学

２３D 角田　鉄平 スミダ　テッペイ 愛媛県 浅川造船株式会社

24A 今井　雅樹 イマイ　マサキ 福井県 福井県立鯖江高等学校（職員）

24B 山本　博 ヤマモト　ヒロシ 東京都 日本体育大学(教員)

24C 片上　楓也 カタカミ　フウヤ 愛媛県 BEMAC株式会社

２４D 飛田　和真 トビタ　カズマ 東京都 慶應義塾大学大学院

25A 牧山　蒼空 マキヤマ　ソラ 佐賀県 唐津市立海青中学校

25B 田口　惣一朗 タグチ　ソウイチロウ 宮崎県 宮崎県立延岡星雲高等学校（教諭）

25C 照井　翔太 テルイ　ショウタ 神奈川県 東洋技検株式会社

２５D 大隅　一樹 オオスミ　カズキ 神奈川県 アクセンチュア株式会社

２６A 道圓　英隆 ドウエン　ヒデタカ 全日学連 関西学院大学

２６B 渡邉　光希 ワタナベ　コウキ 神奈川県 星槎国際高等学校湘南

26C 山中　卓人 ヤマナカ　タクト 京都府 日本新薬株式会社

26D 戸松　大輔 トマツ　ダイスケ 愛知県 株式会社オーワ
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【リカーブ部門 男子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

２７A 野田　慶一郎 ノダ　ケイイチロウ 全日学連 早稲田大学

２７B 岩崎　智仁 イワサキ　トモヒト 奈良県 オムロンソーシアルソリューションズ株式会社

27C 小林　司 コバヤシ　ツカサ 東京都 株式会社ハードオフコーポレーション

27D 小林　悠貴 コバヤシ　ユウキ 新潟県 株式会社AIRMAN

【リカーブ部門 女子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

２８A 長谷川　綾音 ハセガワ　アヤネ 全日学連 日本体育大学

２８B 西村　遼 ニシムラ　ハルカ 全日学連 愛知産業大学

28C 泉　華蓮 イズミ　カレン 全日学連 近畿大学

28D 長尾　温子 ナガオ　アツコ 全日学連 龍谷大学

２９A 勝見　麗 カツミ　レイ 全日学連 日本体育大学

２９B 古藤　つぼみ コトウ　ツボミ 全日学連 愛知産業大学

29C 樋口　こころ ヒグチ　ココロ 全日学連 近畿大学

29D 原田　愛実 ハラダ　マナミ 全日学連 龍谷大学

３０A 森　帆乃花 モリ　ホノカ 全日学連 日本体育大学

３０B 天野　由結 アマノ　ユイ 全日学連 愛知産業大学

30C 大田　楓子 オオタ　フウコ 全日学連 近畿大学

30D 吉田　結希乃 ヨシダ　ユキノ 全日学連 龍谷大学

３１A 小木曽　結菜 オギソ　ユイナ 全日学連 日本体育大学

３１B 丹生谷　るる ニュウノヤ　ルル 全日学連 愛知産業大学

31C 今井　希海 イマイ　キア 全日学連 近畿大学

31D 鈴木　さくら スズキ　サクラ 全日学連 同志社大学

３２A 毛利　愛奈 モウリ　アイナ 全日学連 日本体育大学

３２B 山本　勇気 ヤマモト　ユウキ 京都府 株式会社堀場製作所

32C 川原　詩夕 カワハラ　シユル 全日学連 近畿大学

32D 林　若奈 ハヤシ　ワカナ 全日学連 同志社大学

３３A 青木　風歌 アオキ　フウカ 全日学連 日本体育大学

３３B 安久　詩乃 アグ　ウタノ 京都府 株式会社堀場製作所

33C 道添　彩芽 ミチゾエ　アヤメ 全日学連 近畿大学

33D 五関　晄子 ゴセキ　アキコ 全日学連 早稲田大学

３４A 北村　瑞貴 キタムラ　ミズキ 全日学連 日本体育大学

３４B 古庄　千陽子 フルショウ　チヨコ 東京都 都立足立新田高等学校

34C 吉田　光里 ヨシダ　ヒカリ 全日学連 近畿大学

34D 渋谷　樹里 シブヤ　ジュリ 全日学連 早稲田大学

３５A 山田　梨乃 ヤマダ　リノ 全日学連 関西大学

３５B 大井　梨世 オオイ　リヨ 東京都 都立足立新田高等学校

35C 谷口　佳愛 タニグチ　カノ 福井県 福井県立鯖江高等学校

35D 德川　紗月 トクガワ　サツキ 大阪府 株式会社ミキハウス

３６A 仲田　聖 ナカタ　ヒジリ 全日学連 関西大学

３６B 平　美香 タイラ　ミカ 鳥取県 鳥取県庁

36C ソアレス　アイラ ソアレス　アイラ 福井県 福井県立鯖江高等学校

36D 杉本　智美 スギモト　トモミ 大阪府 株式会社ミキハウス

３７A 佐藤　百姫 サトウ　ユメ 岐阜県 聖マリア女学院高等学校

３７B 上原　瑠果 ウエハラ　ルカ 兵庫県 日本特殊陶業株式会社

37C 永濵　澪来 ナガハマ　ミク 長野県 さくらFam株式会社

37D 肥沼　美幸 コイヌマ　ミユキ 全日学連 東京国際大学

３８A 村上　蘭 ムラカミ　ラン 愛媛県 愛媛県立今治東中等教育学校

３８B 宮野　文 ミヤノ　アヤ 全日学連 慶應義塾大学

38C 黒田　彩夏 クロダ　アヤカ 愛媛県 松山東雲高等学校

38D 河本　あすか コウモト　アスカ 埼玉県 自衛隊体育学校
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【リカーブ部門 女子】

的番 競技者番号 選　手　名 フリガナ

39A 河田　莉依 カワタ　レイ 全日学連 京都産業大学

39B 北口　輝 キタグチ　ヒカリ 兵庫県 兵庫県アーチェリー連盟

39C 田中　瑞季 タナカ　ミズキ 滋賀県 アシストアーチェリークラブ

39D 小泉　千咲 コイズミ　チサキ 山口県 山口県立西京高等学校

40A 吉留　光咲 ヨシドメ　ミサキ 千葉県 千葉県警察

40B 嶋田　葵 シマダ　アオイ 茨城県 水城高等学校

40C 塩見　茉央 シオミ　マオ 全日学連 甲南大学

40D 徳山　晃以 トクヤマ　アイ 大阪府 近畿大学附属高等学校

41A 樽本　邑里 タルモト　ユウリ 広島県 株式会社エディオン

41B 渡邉　麻央 ワタナベ　マオ 東京都 城北信用金庫

41C 久原　千夏 クバラ　チナツ 福井県 福井信用金庫

41D 山内　梓 ヤマウチ　アズサ 大阪府 近畿大学職員

42A 石井　美羽 イシイ　ミウ 大分県 大分東明高等学校

42B 米井　瑞希 ヨネイ　ミズキ 千葉県 千葉英和高等学校

42C 長原　智夏 ナガハラ　チナツ 全日学連 日本大学

42D 矢渡　茜 ヤワタリ　アカネ 和歌山県 光州女子大学

43A 佐々木　心音 ササキ　ココネ 滋賀県 滋賀県立北大津高等学校

43B 園田　稚 ソノダ　ワカ 東京都 株式会社デンソーソリューション

43C 谷本　夏子 タニモト　ナツコ 全日学連 立教大学

43D 朝久野　奈波 アサクノ　ナナミ 大阪府 日本建設株式会社

44A 西村　紗芳 ニシムラ　サホ 岐阜県 株式会社セイノー商事

44B 大橋　朋花 オオハシ　トモカ 岐阜県 日本特殊陶業株式会社

44C 三浦　妃夏 ミウラ　ヒナツ 和歌山県 和歌山県立和歌山高等学校

44D 西嶋　詩緒里 ニシジマ　シオリ 福井県 福井県立鯖江高等学校（教員）

45A 森　花緒梨 モリ　カオリ 岐阜県 サンメッセ株式会社

45B 眞弓　怜奈 マユミ　レナ 大阪府 株式会社デンソートリム

45C 加藤　綾乃 カトウ　アヤノ 大分県 株式会社ダイプロ

45D 関口　結唯 セキグチ　ユイ 宮城県 宮城県立仙台二華高校
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第1回 （1959年：昭和34年）  静岡県／浜松市 第2回 （1960年：昭和35年）  静岡県／浜松市
男子 小沼　英治 （初） 男子 亀井　俊雄 （初）
女子 川原　好子 （初） 女子 小原 富朝子 （初）

第3回 （1961年：昭和36年）  東京都／上井草 第4回 （1962年：昭和37年）  神奈川県／箱根町
男子 三好　司郎 （初） 男子 金木　一郎 （初）
女子 川原　好子 （2回目） 女子 小平　京子 （初）

第5回 （1963年：昭和38年）  神奈川県／箱根町 第6回 （1964年：昭和39年）  茨城県／取手市
男子 末田　　実 （初） 男子 島田　晴男 （初）
女子 有明　友子 （初） 女子 松山　文子 （初）

第7回 （1965年：昭和40年）  東京都／駒沢 第8回 （1966年：昭和41年）  東京都／駒沢
男子 末田　　実 （2回目） 男子 末田　　実 （2連勝／3回目）
女子 宮田 千恵子 （初） 女子 川又　千文 （初）

第9回 （1967年：昭和42年）  東京都／駒沢 第10回 （1968年：昭和43年）  東京都／駒沢
男子 前田 栄一郎 （初） 男子 塚本　耕司 （初）
女子 笹原　京子 （初） 女子 谷　まゆみ （初）

第11回 （1969年：昭和44年）  東京都／駒沢 第12回 （1970年：昭和45年）  大阪府／大阪市長居
男子 川西　大介 （初） 男子 赤沢　　実 （初）
女子 谷　まゆみ （2連勝／2回目） 女子 布浦　裕子 （初）

第13回 （1971年：昭和46年）  神奈川県／横浜市三ツ沢 第14回 （1972年：昭和47年）  静岡県／静岡市草薙
男子 中本　新二 （初） 男子 日比野 正嗣 （初）
女子 中島　裕子 （初） 女子 渡辺　佳代 （初）

第15回 （1973年：昭和48年）  宮﨑県／宮﨑市 第16回 （1974年：昭和49年）  宮﨑県／宮﨑市
男子 木下　太一 （初） 男子 広瀬　　明 （初）
女子 福田　美枝 （初） 女子 福田　美枝 （2連勝／2回目）

第17回 （1975年：昭和50年）  愛知県／春日井市 第18回 （1976年：昭和51年）  山口県／徳山市
男子 広瀬　　明 （2連勝／2回目） 男子 亀井　　孝 （初）
女子 山崎　京子 （初） 女子 後藤 有理子 （初）

第19回 （1977年：昭和52年）  岩手県／盛岡市 第20回 （1978年：昭和53年）  東京都／駒沢
男子 渡辺　　昭 （初） 男子 松下　和幹 （初）
女子 後藤 有理子 （2連勝／2回目） 女子 藤田　正子 （初）

第21回 （1979年：昭和54年）  熊本県／熊本市 第22回 （1980年：昭和55年）  山口県／徳山市
男子 松下　和幹 （2連勝／2回目） 男子 松下　和幹 （3連勝／3回目）
女子 井上　典子 （初） 女子 吉川　宣子 （初）

第23回 （1981年：昭和56年）  大阪府／岸和田市 第24回 （1982年：昭和57年）  愛媛県／松山市
男子 山本　　博 （初） 男子 山本　　博 （2連勝／2回目）
女子 石津　裕子 （初） 女子 岡本　英子 （初）

第25回 （1983年：昭和58年）  静岡県／清水市 第26回 （1984年：昭和59年）  福井県／芦原町
男子 松下　和幹 （4回目） 男子 松下　和幹 （2連勝／5回目）
女子 石津　裕子 （2回目） 女子 石津　裕子 （2連勝／3回目）

第27回 （1985年：昭和60年）  山梨県／敷島町 第28回 （1986年：昭和61年）  福島県／郡山市
男子 松下　和幹 （3連勝／6回目） 男子 山本　　博 （3回目）
女子 林　　玲子 （初） 女子 児玉　晶子 （初）

第29回 （1987年：昭和62年）  群馬県／前橋市 第30回 （1988年：昭和63年）  岩手県／盛岡市
男子 松下　和幹 （7回目） 男子 山本　　博 （4回目）
女子 児玉　晶子 （2連勝／2回目） 女子 児玉　晶子 （3連勝／3回目）

第31回 （1989年：平成1年）  広島県／千代田町 第32回 （1990年：平成2年）  静岡県／掛川市
男子 松下　和幹 （8回目） 男子 山本　　博 （5回目）
女子 中川 さつき （初） 女子 市木　玲子 （初）

第33回 （1991年：平成3年）  静岡県／掛川市 第34回 （1992年：平成4年）  静岡県／掛川市
男子 松下　和幹 （9回目） 男子 枯木　将克 （初）
女子 藤田　玲子 （初） 女子 松阪　裕美 （初）

全日本ターゲットアーチェリー選手権大会　歴代優勝者
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第35回 （1993年：平成5年）  静岡県／掛川市 第36回 （1994年：平成6年）  静岡県／掛川市
ＯＬ男子 松下　和幹 （10回目） ＯＬ男子 西川　　定 （初）
ＯＬ女子 市木　玲子 （2回目） ＯＬ女子 川上 祐佳里 （初）
ＣＰ男子 山田　　彰 （初） ＣＰ男子 塚本　恭司 （初）
ＣＰ女子 大原　邦子 （初） ＣＰ女子 大原　邦子 （2連勝／2回目）

第37回 （1995年：平成7年）  静岡県／掛川市 第38回 （1996年：平成8年）  静岡県／掛川市
ＯＬ男子 西川　清一 （初） ＯＬ男子 加藤　秀人 （初）
ＯＬ女子 大内　　愛 （初） ＯＬ女子 浅野　真弓 （初）
ＣＰ男子 山田　　彰 （2回目） ＣＰ男子 奥野　　明 （初）
ＣＰ女子 大原　邦子 （3連勝／3回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （初）

第39回 （1997年：平成9年）  静岡県／掛川市 第40回 （1998年：平成10年）  熊本県／菊陽町
ＯＬ男子 山本　　博 （6回目） ＲＣ男子 上田　訓久 （初）
ＯＬ女子 倉本　美幸 （初） ＲＣ女子 坪内　美沙 （初）
ＣＰ男子 増島　善秋 （初） ＣＰ男子 山田　　彰 （3回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （2連勝／2回目） ＣＰ女子 大原　邦子 （4回目）

第41回 （1999年：平成11年）  静岡県／掛川市 第42回 （2000年：平成12年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 井上　善正 （初） ＲＣ男子 脇野　智和 （初）
ＲＣ女子 滝野　真子 （初） ＲＣ女子 浅野　真弓 （2回目）
ＣＰ男子 山田　　彰 （2連勝／4回目） ＣＰ男子 上岡　隆真 （初）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （3回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （2連勝／4回目）

第43回 （2001年：平成13年）  静岡県／掛川市 第44回 （2002年：平成14年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 青山　哲也 （初） ＲＣ男子 山本　　博 （7回目）
ＲＣ女子 瀬川 ゆかり （初） ＲＣ女子 榎本　静香 （初）
ＣＰ男子 辻田 喜久郎 （初） ＣＰ男子 増島　善秋 （2回目）
ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （3連勝／5回目） ＣＰ女子 井尻　律子 （初）

第45回 （2003年：平成15年）  埼玉県／宮代町 第46回 （2004年：平成16年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 塩田　浩一 （初） ＲＣ男子 山本　　博 （8回目）
ＲＣ女子 浅野　真弓 （3回目） ＲＣ女子 川内 紗代子 （初）
ＣＰ男子 奥野　　明 （2回目） ＣＰ男子 石田　　潤 （初）
ＣＰ女子 本多 由美子 （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （2連勝／2回目）

第47回 （2005年：平成17年）  静岡県／掛川市 第48回 （2006年：平成18年）  山口県／山口市
ＲＣ男子 天野　良太 （初） ＲＣ男子 古川　高晴 （初）
ＲＣ女子 柚木　千春 （初） ＲＣ女子 村田 明日香 （初）
ＣＰ男子 種部　浩司 （初） ＣＰ男子 山田　　彰 （5回目）
ＣＰ女子 宮本　正子 （初） ＣＰ女子 渡邊 ゆかり （初）

第49回 （2007年：平成19年）  静岡県／掛川市 第50回 （2008年：平成20年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 吉永　弘幸 （初） ＲＣ男子 内田　　陽 （初）
ＲＣ女子 桜沢　明代 （初） ＲＣ女子 早川　　浪 （初）
ＣＰ男子 島田　隆之 （初） ＣＰ男子 関　　一也 （初）
ＣＰ女子 本多 由美子 （3回目） ＣＰ女子 住吉 ユウ子 （6回目）

第51回 （2009年：平成21年）  静岡県／掛川市 第52回 （2010年：平成22年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 菊地　栄樹 （初） ＲＣ男子 坂野　太一 （初）
ＲＣ女子 蟹江　美貴 （初） ＲＣ女子 早川　　漣 （初）
ＣＰ男子 関　　一也 （2連勝／2回目） ＣＰ男子 佐藤　正八 （初）
ＣＰ女子 伊藤　文子 （初） ＣＰ女子 伊藤　文子 （2連勝／2回目）

第53回 （2011年：平成23年）  静岡県／掛川市 第54回 （2012年：平成24年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 金子　　令 （初） ＲＣ男子 佐藤　博乙 （初）
ＲＣ女子 早川　　漣 （2連勝／2回目） ＲＣ女子 永峰　沙織 （初）
ＣＰ男子 大隅　直斗 （初） ＣＰ男子 西田　昌司 （初）
ＣＰ女子 秋山 なるみ （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （4回目）

第55回 （2013年：平成25年）  静岡県／掛川市 第56回 （2014年：平成26年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 古川　高晴 （2回目） ＲＣ男子 河田　悠希 （初）
ＲＣ女子 蟹江　美貴 （2回目） ＲＣ女子 澤出　愛美 （初）
ＣＰ男子 森本　紘文 （初） ＣＰ男子 山本　悠太 （初）
ＣＰ女子 熊澤　徳代 （初） ＣＰ女子 林　　享美 （初）
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第57回 （2015年：平成27年）  静岡県／掛川市 第58回 （2016年：平成28年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 古川　高晴 （3回目） ＲＣ男子 近藤　直哉 （初）
ＲＣ女子 杉本　智美 （初） ＲＣ女子 永峰　沙織 （2回目）
ＣＰ男子 神　　省吾 （初） ＣＰ男子 河本　尚己 （初）
ＣＰ女子 本多 由美子 （5回目） ＣＰ女子 宮田　悦子 （初）

第59回 （2017年：平成29年）  三重県／松阪市 第60回 （2018年：平成30年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 古川　高晴 （4回目） ＲＣ男子 今井　雅樹 （初）
ＲＣ女子 川中 香緒理 （初） ＲＣ女子 久原　千夏 （初）
ＣＰ男子 岸　　亮輔 （初） ＣＰ男子 坂野　太一 （初）
ＣＰ女子 宮田　悦子 （2連勝／2回目） ＣＰ女子 本多 由美子 （6回目）

第61回 （2019年：令和元年）  静岡県／掛川市 第62回 （2020年：令和2年）  静岡県／掛川市
ＲＣ男子 河田　悠希 （2回目） ＲＣ男子 桑江　良斗 （初）
ＲＣ女子 入江　　優 （初） ＲＣ女子 早川　　漣 （3回目）
ＣＰ男子 中村　和音 （初） ＣＰ男子 佐々木 淳二 （初）
ＣＰ女子 根建　彩香 （初） ＣＰ女子 本多 由美子 （7回目）

第63回 （2021年：令和3年）  静岡県／掛川市 第64回 （2022年：令和4年）  東京都／江東区
ＲＣ男子 中西　絢哉 （初） ＲＣ男子 古川　高晴 （5回目）
ＲＣ女子 入江　　優 （2回目） ＲＣ女子 野田　紗月 （初）
ＣＰ男子 佐々木 淳二 （2連勝／2回目） ＣＰ男子 河本　尚己 （2回目）
ＣＰ女子 櫻田　裕子 （初） ＣＰ女子 古橋　厚子 （初）
ＢＢ男子 成川　晃一 （初） ＢＢ男子 山本　悠太 （初）
ＢＢ女子 正木　恵実 （初） ＢＢ女子 正木　恵実 （2回目）

第65回 （2023年：令和5年）  東京都／江東区 第66回 （2024年：令和6年）  東京都／江東区
ＲＣ男子 斉藤　史弥 （初） ＲＣ男子 高井　将平 （初）
ＲＣ女子 野田　紗月 （2回目） ＲＣ女子 安久　詩乃 （初）
ＣＰ男子 島田　隆之 （2回目） ＣＰ男子 長友　文哉 （初）
ＣＰ女子 宮田　悦子 （3回目） ＣＰ女子 佐藤　真理子 （初）
ＢＢ男子 坂野　太一 （初） ＢＢ男子 神谷　典幸 （初）
ＢＢ女子 梅津　昭子 （初） ＢＢ女子 梅津　昭子 （2回目）
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　第66回大会（2024年）までの優勝者と優勝回数

ＲＣ男子 松下　和幹 （10回） 山本　　博 （８回） 古川　高晴 （5回） 末田　　実 （３回）
広瀬　　明 （２回） 河田　悠希 （２回） 小沼　英治 （１回） 亀井　俊雄 （１回）
三好　司郎 （１回） 金木　一郎 （１回） 島田　晴男 （１回） 前田 栄一郎 （１回）
塚本　耕二 （１回） 川西　大介 （１回） 赤沢　　実 （１回） 中本　新二 （１回）
日比野 正嗣 （１回） 木下　太一 （１回） 亀井　　孝 （１回） 渡辺　　昭 （１回）
枯木　将克 （１回） 西川　　定 （１回） 西川　清一 （１回） 加藤　秀人 （１回）
上田　訓久 （１回） 井上　喜正 （１回） 脇野　智也 （１回） 青山　哲也 （１回）
塩田　浩一 （１回） 天野　良太 （１回） 吉永　弘幸 （１回） 内田　　陽 （１回）
菊地　栄樹 （１回） 坂野　太一 （１回） 金子　　令 （１回） 佐藤　博乙 （１回）
近藤　直哉 （１回） 今井　雅樹 （１回） 桑江　良斗 （１回） 中西　絢哉 （１回）
斉藤　史弥 （１回） 高井　将平 （１回）

ＲＣ女子 石津　裕子 （３回） 児玉　晶子 （３回） 浅野　真弓 （３回） 早川　　漣 （３回）
川原　好子 （２回） 谷　まゆみ （２回） 福田　美枝 （２回） 後藤 有理子 （２回）
市木　玲子 （２回） 蟹江　美貴 （２回） 永峰　沙織 （２回） 入江　　優 （２回）
野田　紗月 （２回） 小原 富朝子 （１回） 小平　京子 （１回） 有明　友子 （１回）
松山　文子 （１回） 宮田 千恵子 （１回） 川又　千文 （１回） 笹原　京子 （１回）
布浦　裕子 （１回） 中島　裕子 （１回） 渡辺　佳代 （１回） 山崎　京子 （１回）
藤田　正子 （１回） 井上　典子 （１回） 吉川　宣子 （１回） 岡本　英子 （１回）
林　　玲子 （１回） 中川 さつき （１回） 藤田　玲子 （１回） 松阪　裕美 （１回）
川上 祐佳里 （１回） 大内　　愛 （１回） 倉本　美幸 （１回） 坪内　美沙 （１回）
滝野　真子 （１回） 瀬川 ゆかり （１回） 榎本　静香 （１回） 川内 紗代子 （１回）
柚木　千春 （１回） 村田 明日香 （１回） 桜沢　明代 （１回） 早川　　浪 （１回）
澤出　愛美 （１回） 杉本　智美 （１回） 川中 香緖理 （１回） 久原　千夏 （１回）
安久　詩乃 （１回）

ＣＰ男子 山田　　彰 （５回） 増島　善秋 （２回） 奥野　　明 （２回） 関　　一也 （２回）
佐々木　淳二 （２回） 河本　尚己 （2回） 島田　隆之 （2回） 塚本　恭司 （１回）
上岡　隆真 （１回） 辻田　喜久郎 （１回） 石田　　潤 （１回） 種部　浩司 （１回）
佐藤　正八 （１回） 大隈　直斗 （１回） 西田　昌司 （１回） 森本　紘文 （１回）
山本　悠太 （１回） 神　　省吾 （１回） 岸　　亮輔 （１回） 坂野　太一 （１回）
中村　和音 （１回） 長友　文哉 （１回）

ＣＰ女子 本多 由美子 （７回） 住吉 ユウ子 （６回） 大原　邦子 （４回） 宮田　悦子 （3回）
伊藤　文子 （２回） 井尻　律子 （１回） 宮本　正子 （１回） 渡邉 ゆかり （１回）
秋山 なるみ （１回） 熊澤　徳代 （１回） 林　　享美 （１回） 根建　彩香 （１回）

櫻田　裕子 （１回） 古橋　厚子 （１回） 佐藤　真理子 （１回）

ＢＢ男子 成川　晃一 （１回） 山本　悠太 （１回） 坂野　太一 （１回） 神谷　典幸 （１回）

ＢＢ女子 正木　恵実 （2回） 梅津　昭子 （2回）

全日本ターゲットアーチェリー選手権大会 優勝回数
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一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) 大阪府 古川　高晴 2018/11/13 70mラウンド(72射) 大阪府 杉本　智美 2024/6/23

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) 学ア連 戸松　大輔 2019/9/14 70mラウンド(72射) 学ア連 鈴木　さくら 2024/5/12

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 東京都 佐々木 淳二 2021/10/10 50mラウンド(72射) 北海道 本多 由美子 2018/9/17
マッチラウンド(15射) 熊本県 高宗　瞭羽 2025/6/15 マッチラウンド(15射) 東京都 坂本　　円 2021/6/6

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 学ア連 高宗　瞭羽 2020/8/16 50mラウンド(72射) 学ア連 那須　香音 2025/9/20
マッチラウンド(15射) 学ア連 高宗　瞭羽 2020/9/17 マッチラウンド(15射) 学ア連 古庄　日和子 2025/9/21

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 大分県 伴　　拓磨 2021/7/11 50mラウンド(72射) 山口県 小泉　千咲 2025/7/6
マッチラウンド(15射) 福岡県 吉田　悠悟 2025/4/20 マッチラウンド(15射) 福岡県 山口　愛未 2025/4/20

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 東京都 坂野　太一 2023/11/26 50mラウンド(72射) 兵庫県 正木　恵実 2022/11/6

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 鹿児島県 戸川　瑛斗 2025/4/20 50mラウンド(72射) 兵庫県 山村　茅颯 2022/4/3

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) 鹿児島県 戸川　瑛斗 2025/4/20 50mラウンド(72射) 兵庫県 山村　茅颯 2022/4/3

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) KOREA KIM WOOJIN 2025/9/14 70mラウンド(72射) KOREA LIM SIHYEON 2024/7/25

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

70mラウンド(72射) TURKEY METE GAZOZ 2019/4/9 70mラウンド(72射) PR CHINA ZHU JINGYI 2025/9/8

 

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) U.S.A. BRADEN GELLENTHIEN 2016/7/13 50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN ELLA GIBSON 2024/7/14
マッチラウンド(15射) DENMARK MATHIAS FULLERTON 2024/7/28 マッチラウンド(15射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2022/7/23

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) COLOMBIA PABLO GOMEZ ZULUAGA 2021/11/26 50mラウンド(72射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2015/8/29
マッチラウンド(15射) U.S.A. DAVID HOUSER 2014/7/26 マッチラウンド(15射) COLOMBIA SALA LOPEZ 2013/7/18

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) U.S.A. SAWYER SULLIVAN 2021/7/7 50mラウンド(72射) COLOMBIA ADITI GOPICHAND SWAMI 2023/6/13
マッチラウンド(15射) U.S.A. DAVID HOUSER 2014/7/26 マッチラウンド(15射) U.S.A. ZOIE THOMPSON 2021/7/30

一般男子 一般女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) ITALY GIULIA MANTILLI 2025/6/15

Ｕ２１男子 Ｕ２１女子 現在
所属 氏名 日付 所属 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) U.S.A. AVA JONES 2025/8/16

Ｕ１８男子 Ｕ１８女子 現在
所属 氏名 日付 氏名 日付

50mラウンド(72射) GREAT BRITAIN OLIVER HICKS 2022/9/17 50mラウンド(72射) U.S.A. AVA JONES 2025/8/16

日本記録・世界記録
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第67回�全⽇本ターゲットアーチェリー選⼿権⼤会

記録速報・競技会結果
出場選⼿名（⽴ち順表）
トーナメント表
記録速報（随時更新されます）
確定記録�
最終成績  がご覧いただけます。

イアンセオアーチェリー で検索もできます

解説 ⼭本�悠太�さん��(渋⾕アーチェリー）

ライブ�配信スケジュール

2025年10⽉25⽇（⼟）
ベアボウ部⾨・コンパウンド部⾨
 13：15�∼�ブロンズメダルマッチ
 15：00�∼�ゴールドメダルマッチ

10⽉26⽇（⽇）
リカーブ部⾨
 10：00�∼�1/4ファイナル
 12：15�∼�セミファイナル
 13：30�∼�ブロンズメダルマッチ
 14：00�∼�ゴールドメダルマッチ
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ご支援企業・団体

〈プログラム広告掲載企業〉
　三起商行株式会社

株式会社ハスコ・エンタープライズ
株式会社エディオン

株式会社ハードオフコーポレーション
アートシステム株式会社















信州中野アーチェリーセンター

academy
coaching visit service

���� 年 �月にオープンした信州中野アーチェリーセンタ
ーは、最新の施設を備えたアーチェリー場に近い合宿所、
暖房完備のテント、そしてトレーニング後に疲れを癒せる
温泉施設を提供し、最適なトレーニング環境と快適な休息
を同時に体験できる機会を提供します。

ぜひお気軽にお問い合わせいただき、特別なアーチェリー
体験を始めてみませんか？

ARICOでは、東京、愛知、長野でアカデミープ
ログラムを実施しており、様々な国や組織で実
践経験を積んだコーチが、実技指導を通じて参
加者のスキル向上をサポートしています。アカ
デミーでは、各地域に合わせた指導が行われ、
目標達成に向けたトレーニングが提供されます。

また、ARICOはコーチングビジットサービスも
提供しており、全国どこでも対応可能です。
学校様や団体様の方針や実態に合った改善策を
策定することで、目標達成をサポートします。

Online shop
rental limbs

For More 
Information www.arico.group

幅広いブランドの製品を取り揃えたオンライ
ンショップをご利用いただけます。さらに、
今後コンパウンドも販売予定しておりますの
で、ぜひご期待ください。

お取り寄せ希望の商品がある場合は、お問い
合わせフォームよりご連絡ください。担当者
が �営業日以内に納期をご案内し、オンライ
ンページを作成いたしますので、そちらから
ご購入いただけます。

また、全国どこでも利用可能なレンタルリム
システムもご用意。各サイズ ��～ �� ポンド
まで取り揃えております。

さらに、さまざまなイベントも随時開催して
おりますので、お見逃しなく！

アリコグループは、アーチェリーを通じて
人々の可能性を引き出し、コーチ、選手、
地域社会が協力して成長できる総合的な
アーチェリー環境を提供します。



Wood core, MK Carbon, Matt Finish

Unidirectional high modulus carbon

Short(66”) / Medium(68”) / Long(70”)

available in 32 to 48 lbs. in 2 lb.
increments

MK ARCHERYM.K KOREA
mkarchery_japan lim@mk-korea.comwww.mk-korea.commkveracity

弊社へのトップ選手たちの信頼と勝

利は、設立からこれまでの継続的な

新記録樹立で証明されています。

実際に10年以上選手として過ごして

きた社員たちの真心とノウハウは、い

つも現役選手に最適な製品として進

化し続け、今はMK Archeryだけの底

力で、哲学になりました。 

絶え間ないMKの研究と革新は、職人

の揺るぎない精神になり、常に選手

たちの競技力を向上させます。

X CORE ILF LIMBS
X CORE   F LIMBS+

Foam core, MK Carbon, Matt Finish

Unidirectional high modulus carbon

Short(66”) / Medium(68”) / Long(70”)

available in 32 to 48 lbs. in 2 lb.
increments

XENON ILF LIMBS
XENON   F LIMBS+

MKXG Riser
ILF Riser / Length_25 / 1,260g

Type_RH / LH / Material_7075 AL 

※ Using the slip-resistant grip

※ Matte Color

RED BLUE GREEN GOLD VIOLET

SILVER BLACK



 

 

祝 第６７回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会 

本大会に出場される選手の皆様、頑張ってください！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ライフネット標的畳の特徴 

★継ぎ目がない 

★強固な造りで 

★              

 

 

 
 

 

≪製品仕様≫ 

寸法／Ｗ1350×Ｈ1350×Ｔ55ｍｍ 

価格／ＳＤタイプ 12,100 円（税込） 

ＤＸタイプ 14,300 円（税込） 

※梱包・運搬費は別途料金となります。 

※表面の的紙は含まれておりません。 

   
    ラライイフフネネッットトググルルーーププ（本部：岡山県倉敷市茶屋町 1319） 

ＴＥＬ：0120-320-300 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@lifenet-namba.co.jp 

ＵＲＬ：http://www.lifenet-namba.co.jp 

詳しくは最寄りの店舗か上記までご気軽にお問合せ下さい。 

Target  tatami  of  LIFENET 

当社の標的畳は 
全日本アーチェリー連盟 

公認です。 

≪ＳＤ（ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ）とＤＸ（ﾃﾞﾗｯｸｽ）の違い≫ 

 ＳＤ：畳の側面部分（断面）が見える状態 

 ＤＸ：畳の側面部分（断面）に加工を施し 

    中身が出てこないようになっています。 

 









株式会社ハスコ・エンタープライズ
〒 543-0033 大阪市天王寺区堂ヶ芝 2 ｰ 5 ｰ 4　 ☎ 06 ー 4305 ｰ 1666

www.hasco-archery.com









近畿大学の応援に忙しい学生（応援部リーダー部）
＠Eキャンパスグラウンド（東大阪キャンパス）

〒577 - 8 5 0 2  大阪府東大阪市小若江3 - 4 - 1  www . k i n d a i . a c . j p

※1 近大が開発したクエタマ（クエ×タマカイ）など、学術的には交雑魚を指す。万博に出店する「養殖魚専門料理店 近畿大学水産研究所」で提供。
※2 大阪府堺市の泉北高速鉄道「泉ケ丘」駅前に誕生する新キャンパスの名称。
※3 現在設置構想中。令和8年（2026年）4月に設置予定ですが、計画は変更される可能性があります。

今年は創立10 0周年　まず皮切りに大阪で開催されるあの万博に参画して、
近大のサラブレッド魚※1 で世界の舌を唸らせる。さらには、いつでもどこでも
学べる日本初、通信制の建築学部を開設。祝10 0周年！のイベントもあるし、

医学部と近大病院は「おおさかメディカルキャンパス」※2に、近大史上最大規模のお引越し。来年開設予定の
看護学部（仮称）※3の準備もせなあかんねんて。他にも盛りだくさんでパンパンらしい。100年に１度やからって、
とばし過ぎやろ近大。マグロと同じで止まられへんのが近大の習性なんかな。10 0周年、全力で前だけ
向いて進み続けるで！今年はマグロの目ぇも血走るわ。

※2026年4月設置予定、設置計画は予定であり、変更になる場合があります。

看 護 学 部（ 仮 称・設 置 認 可申請中）※ / 法 学 部 / 経 済 学 部 / 経 営 学 部 / 理 工 学 部 / 建 築 学 部 / 薬 学 部 / 文 芸 学 部 /
総 合 社 会 学 部 / 国 際 学 部 / 情 報 学 部 / 農 学 部 / 医 学 部 / 生 物 理 工 学 部 / 工 学 部 / 産 業 理 工 学 部 / 短 期 大 学 部



スポ―ツの感動で笑顔を届けたい
いつの時代もスポーツの感動は私たちを笑顔にしてくれます。
安藤証券は社会貢献活動として様々なスポーツを支援しています。

2015 年から女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」を ITF（国際テニス連盟）のトップグレード大会として開催（特
別協賛）。日本の女子選手にとって、国内で出場しやすく、グランドスラム出場のためのポイントを獲得できる本大会の開催が「選
手の育成」に繋がっています。

● 女子プロテニストーナメント「安藤証券オープン」の開催

選手の育成を第一に、テニス界に長期的な支援を行っています。「選手の支援」はもちろん「コーチ」とも契約。選手と対等の
関係で育成にあたっています。

■ 女子サッカー
なでしこリーグ1部の「朝日インテック・
ラブリッジ名古屋」に所属する選手を社
員として雇用、支援しています。

■ 女子レスリング
至学館大学レスリング部への強化支援
と「奨学金支援（毎年約3名）」を継続。
奨学生の中からは、土性沙羅選手や向
田真優選手、川井梨紗子選手などオリ
ンピックや世界選手権の金メダリスト
も生まれています。

森田 あゆみ 奈良 くるみ守屋 宏紀内島 萌夏 本玉 真唯青山 修子 西村 佳世

● 世界で活躍するテニス選手を支援

■ アーチェリー
並外れた集中力と、常に変化する風や天候
を瞬時に予測するインテリジェンスが必要
とされる競技、アーチェリー。
世界で活躍する選手を応援するため、2016
年より全日本アーチェリー連盟のオフィ
シャルパートナーとなり支援しています。

https://www.ando-sec.co.jp/

安藤証券
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